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香
美
市
で
昨
年
1
2
月
、

米
軍
の
低
空
飛
行
訓
練
を

地
元
女
性
が
撮
影
し
た
動

画
を
解
析
し
て
い
た
共
産

党
県
費
は
2
日
、
米
軍

機
の
地
表
か
ら
の
高
度
が

最
低
で
約
瓢
㍍
だ
っ
た
、

と
の
解
析
結
果
を
明
ら
か

に
し
た
。
「
危
険
極
ま
り
な

い
実
態
」
と
し
、
防
衛
省

ニ
依
頼
。
2
月
1
8
日
に
同
セ

ン
タ
ー
の
大
野
智
久
代
表

と
測
量
士
が
現
地
調
査
に

入
っ
た
。
動
画
か
ら
得
た
画
像
と

な
ど
濠
礪
レ
て
米
軍
に
訓

練
中
止
を
求
め
て
い
く
。

動
画
は
藤
田
希
民
子
さ

ん
（
坐
が
同
市
物
部
町
大

西
の
白
宅
（
標
高
的
如

星
か
ら
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
で
撮
影
し
た
。
約
7
秒

の
間
に
戦
線
機
が
ご
う
音

で
眼
前
を
横
切
り
、
そ
の

後
、
藤
田
さ
ん
の
息
子

（
3
）
が
お
び
え
て
泣
き
だ

す
。
動
画
は
交
流
サ
イ
ト

r
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
」
に

投
稿
さ
れ
、
閲
覧
数
が
約

1
3
万
件
に
上
る
反
響
を
呼

ん
で
い
る
。

こ
れ
を
受
け
、
同
党
県

議
団
は
岡
山
県
倉
敷
市
の

市
民
団
体
「
低
空
飛
行
解

析
セ
ン
タ
ー
」
に
調
査
を

測
量
デ
ー
タ
を
突
き
合
わ

せ
、
戦
蹄
機
が
北
東
か
ら

飛
来
し
、
旋
回
し
な
が
ら

西
へ
飛
び
去
る
コ
ー
ス
を

確
認
。
画
像
に
写
っ
た
機

体
と
実
物
の
全
長
の
比
較

詣
鵬
諾
訓
練
中
止
要
求
へ

香
美
市
の
董
機
高
度
誓

な
ど
か
ら
、
カ
メ
ラ
と
の

直
線
距
離
な
ど
を
割
り
出

した。報
告
書
は
、
機
体
の
特

徴
か
ら
電
子
戦
機
E
A
1
8

G
グ
ラ
ウ
ラ
ー
（
全
長
1
8

・
3
8
㍍
）
と
し
て
解
析
。

千
㍍
級
の
山
に
挟
ま
れ
た

谷
を
、
対
地
高
度
瓢
～
四

㍍
、
秒
速
瓢
㍍
前
後
で
飛

行
し
た
と
し
て
い
る
。

カ
メ
ラ
と
の
距
離
は
親

㍍
ま
で
接
近
し
た
と
し
、

「
訓
練
が
日
本
の
地
元
住

民
に
与
え
る
影
響
を
最
小

限
に
す
る
」
と
し
た
日
米

間
の
合
意
（
⊥
9
9
9

年
）
か
ら
「
著
し
く
逸
脱

し
て
い
る
」
と
結
論
付
け

て
い
る
。
県
庁
で
開
い
た
記
者
会

見
で
同
党
の
塚
地
佐
智
県

議
は
「
目
撃
情
報
や
印
象

で
は
な
く
、
本
当
に
危
険

な
高
度
が
客
観
的
に
裏
付

け
ら
れ
た
」
と
述
べ
、
3

月
中
に
報
告
書
を
米
軍
に

提
出
し
、
抗
議
す
る
意
向

を
示
し
た
。

（
八
田
大
師

計
笠
ハ
産
覚
県
諷
団
の
と
り
島
が
八
て
報
道
了
解
ま
L
n
〝


